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研究成果の概要（和文）：大腸癌の分子病型は主にmicrosatellite stable (MSS)とmicrosatellite 
instabilityに大別される。大腸癌の分子異常が発生部位に依存していることを明らかにするために同一の分子
病型 (MSS型)に基づいて分子異常を解析した。MSS型大腸癌における発生部位による分子異常の特徴は、MSS型左
側癌では染色体異常の頻度が多くTP53変異が多いのに対して、MSS型右側癌では染色体異常の頻度が左側型MSS型
に比較して低く、KRAS変異の頻度が高いことであった。一方メチル化の程度は両部位間には差異はなかった。大
腸癌における発生部位は大腸癌の分子異常と関連していた。

研究成果の概要（英文）：To identify genomic differences between MSS type left-sided CRC (LC) and 
right-sided CRC (RC), we examined a comprehensive molecular analysis using crypt isolation with 
samples from 92 sporadic CRCs. Microsatellite instability and DNA methylation status were 
determined. Additionally, mutations in the TP53, KRAS, BRAF, and PIK3CA genes were examined. 
Finally, a genome-wide study using a single nucleotide polymorphism array was performed. We examined
 71 CRCs with the MSS phenotype (LC 56; RC, 15) in the 92 CRCs. Mutations in KRAS were associated 
with RC with the MSS phenotype, whereas mutations in TP53 were more frequently found in LC with the 
MSS phenotype. There were significant differences in the frequencies of KRAS and TP53 mutations 
between LC and RC with the MSS phenotype. CNA gains were associated with LC with the MSS phenotype. 
These findings suggested that the molecular pathogenesis of the MSS phenotype in LC was different 
from that in RC. 

研究分野：人体病理学、分子病理学、腫瘍病理学、分子腫瘍学

キーワード： 大腸癌　左右差　発生部位　コピー数異常　TP53変異　KRAS変異

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
大腸癌の発生機序が発生部位によって異なっているという指摘はこれまでなされていたが、それは右側にMSIを
引き起こす癌が多いことを指摘している報告が多かった。大腸癌の分子病型では右側発生であってもMSS型が多
く、MSS型癌の発生部位に基づいた分子レベルの違いを明らかにした報告は皆無である。本研究では発生部位に
基づいたMSS型癌の特徴が明らかになった。近年右側発生の大腸癌の頻度が上昇する傾向があり、発生部位に基
づいた大腸癌の分子機序を明らかにすることは大腸癌診療においても欠かすことのできない知見を提供するもの
と思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１． 研究開始当初の背景 

(1）大腸は発生学的に異なっている 2 つのセグメントで構成されているが、正常粘膜においても粘

液や抗原性などで両者に違いがあることが指摘されている。 

(2) 大腸癌の分子病型は主に microsatellite stable (MSS)と microsatellite instability (MSI)に大別

される。 

(3) 大腸癌の右側癌の分子異常の特徴はMSIであるとされてきたが、右側癌においてもMSS型の

方が頻度的にも多い。 

(4) 大腸癌の右側癌の分子異常の特徴はMSIであるとされてきたが、右側癌においてもMSS型の

方が頻度的にも多い。大腸癌の分子異常が発生部位に依存していることを明らかにするためには

同一の分子病型に基づいて分子異常を解析することが必要である。 

 

２．研究の目的 

大腸癌に発生部位による差異があることは以前から指摘されてきたが、必ずしも多くの支持を集めるほ

どには至らなかった。しかし最近右側癌の予後が左側癌と比較して予後が不良である可能性が指摘さ

れるようになり、再び大腸癌の発生部位の差異が注目を集めるようになった。発生部位における大腸癌

の臨床病理学的、分子病理学的差異は大腸癌の基礎的理解に重要であるばかりでなく、癌の早期診

断や治療法の選択においても有用な情報を提供する可能性がある。本稿ではこれまで指摘されてきた

大腸癌の発生部位による差異を概説し現時点における大腸癌の病理発生の最新の知見を提供するこ

とを目的にする。 

 

３．研究の方法 

岩手医科大学外科で切除された進行大腸癌を用いて腺管分離法で正常腺管及び癌腺管を分離する。

実体顕微鏡下で回収された分離腺管から DNA を抽出し、PCR-microsatellite 法を用いて癌の分子病

型をMSI 及びMSS に分類する。MSS型大腸癌を発生部位（左側及び右側大腸）に従って分類し、それ

ぞれについて臨床病理学的所見、分子異常の違いを明らかにする。APC, KRAS, p53, BRAF, PI3CK

遺伝子変異の検出は APC, PI3CK については PCR-SSCP 法で変異バンドを同定後、ゲル内の変異バ

ンドから DNA を抽出し、PCR-direct sequence 法で変異を確定する。KRAS 及び BRAF についてはパイ

ロシークエンサーで変異を同定する。CIMP 状態については Kaneda らの 2 パネル法でメチル化の程度



  

を高（CIMP-high に相当）、中、低に分類する。CNV (Gain, LOH, copy neutral LOH)については SNP 

array 法（Illumina Human CytoSNP12 Bead Chip）を用いた。 

 

４．研究成果 

大腸癌の分子病型は MSS（microsatellite stable）型とMSI（Microsatellite 

instability）型に大別され，両者の発癌機序は排他的関係にあるとされている．MSSは染色体

上の変化が特徴的で chromosomal instability (CIN)とも密接に関係していることは周知の通り

である。MSS型、特に CIN型は TP53変異と関連しており、KRAS変異はMSS型にやや多い

が、MSI型にもみられることが指摘されている。BRAF変異はMIN型を特徴づける変異で、

MIN型癌で圧倒的に多い。両者は組織像も特徴的で後者は分化型腺癌が一般的で、中央部に壊

死の目立つ分化型腺癌が CINの典型的な組織像とされる。一方でMIN型では低分化腺癌（特

に髄様癌、印環細胞癌）、粘液癌、鋸歯状腺癌の像を呈することが多い。また後者の組織像と

しては tumor infiltrating lymphocyte (TIL)やクローン病様リンパ球浸潤などがMIN型癌を特

徴づけることが明らかにされている。 

 大腸癌の発癌機序と発生部位との関係も指摘されており、実際MSIは右側大腸に好発するこ

とがよく知られている。一方でMSS型大腸癌は左側のみならず右側にも発生し、MSIのよう

な部位による差異は明らかにされていない。我々はMSS 型を呈した 71 例（左側癌 56 例，

右側癌 15 例）について変異解析（TP53, KRAS, BRAF, PI3K），DNA メチル化解析（高メチ

ル化状態、中メチル化状態、低メチル化状態に分類）、CNA（Copy Number Alteration） 

(gain, lossに大別し後者は LOHと copy neutral LOHに分類)）解析を行い，発生部位による分

子異常の特徴について検討した．加えて CNAについては CNAを示した各染色体上の DNAの

長さの総和についても算出した。変異解析では右側 MSS 型癌に KRAS 変異の頻度が高く，

左側 MSS 型癌に TP53 変異が多かった．DNA メチル化解析では両群間とも中から低メチル

化状態が多かった．CNA 解析では左側 MSS 型癌では，CNA gain が多数の染色体に高頻度

に生じ，CNA gain の 長さが有意に長かった．また，左側 MSS 型癌では 9q，10q，12q の 

CNA gain が有意に高く，右側 MSS 型癌では 3p，16p の CNA LOHが有意に高かった。

MSS 型癌では発生部位により異なる分子プロファイルを呈し，両群間の腫瘍発生の機序が異



  

なることが示唆された．図 1及び 2に代表的な左側癌及び右側癌の症例の分子異常を提示す

る。図には我々が明らかにしたMSS型大腸癌の発生部位による分子異常仮説を示す。 

 

図：発生部位に基づいた分子異常仮説 
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density single-nucleotide polymorphism arrays.

J Gastroenterol. 1158-1168

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Eizuka M, Sugai T, Habano W, Uesugi N, Takahashi Y, Kawasaki K, Yamamoto E, Suzuki H, Matsumoto
T.

52
 １．著者名

10.1016/j.pathol.2017.07.004.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Clinicopathological and molecular stability and methylation analyses of gastric papillary
adenocarcinoma.

Pathology. 596-603

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Uesugi N, Sugai T, Sugimoto R, Eizuka M, Fujita Y, Sato A, Osakabe M, Ishida K, Koeda K, Sasaki
A, Matsumoto T.

49
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1016/j.eucr.2016.12.003.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Efficacy of Everolimus for Treating Renal Angiomyolipoma with Inferior Vena Cava Thrombus
Associated with Tuberous Sclerosis: A Case Report.

Urol Case Rep. 11-13

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ikarashi D, Mue Y, Shiomi E, Takayama M, Kato R, Kato Y, Ishida K, Abe T, Sugai T, Obara W. 11
 １．著者名

10.3892/or.2017.5720.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Expression of cell cycle-related proteins in oropharyngeal squamous cell carcinoma based on
human papilloma virus status.

Oncol Rep. 908-016

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tsuchida K, Sugai T, Uesugi N, Ishida K, Matsuura K, Sato I, Shiga K, Sato H. 38
 １．著者名

10.1002/mc.22514.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Genome-wide analysis of DNA copy number alterations in early and advanced gastric cancers.

Mol Carcinog. 527-537

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Arakawa N, Sugai T, Habano W, Eizuka M, Sugimoto R, Akasaka R, Toya Y, Yamamoto E, Koeda K,
Sasaki A, Matsumoto T, Suzuki H.

56
 １．著者名

10.12998/wjcc.v5.i11.397.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Case of gastric neuroendocrine carcinoma showing an interesting tumorigenic pathway.

World J Clin Cases. 397-402

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Uesugi N, Sugimoto R, Eizuka M, Fujita Y, Osakabe M, Koeda K, Kosaka T, Yanai S, Ishida K,
Sasaki A, Matsumoto T, Sugai T.

5
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.jss.2017.01.018.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Analysis of PIK3CA mutations and PI3K pathway proteins in advanced gastric cancer.

J Surg Res. 195-204

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ito C, Nishizuka SS, Ishida K, Uesugi N, Sugai T, Tamura G, Koeda K, Sasaki A. 212
 １．著者名

10.1007/s12328-017-0740-5.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Gastrointestinal mantle cell lymphoma with isolated mass and multiple lymphomatous polyposis:
report of two cases.

Clin J Gastroenterol. 327-330

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yanai S, Nakamura S, Yamaguchi S, Kawasaki K, Ishida K, Sugai T, Umeno J, Esaki M, Matsumoto T. 10
 １．著者名

10.1002/mc.22631.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Epigenetic silencing of diacylglycerol kinase gamma in colorectal cancer.

Mol Carcinog. 1743-1752

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kai M, Yamamoto E, Sato A, Yamano HO, Niinuma T, Kitajima H, Harada T, Aoki H, Maruyama R,
Toyota M, Hatahira T, Nakase H, Sugai T, Yamashita T, Toyota M, Suzuki H.

56
 １．著者名

10.1097/IGC.0000000000001081.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Inhibition of Aurora Kinase A Synergistically Enhances Cytotoxicity in Ovarian Clear Cell
Carcinoma Cell Lines Induced by Cisplatin: A Potential Treatment Strategy.

Int J Gynecol Cancer. 1666-1674

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Chiba Y, Sato S, Itamochi H, Yoshino N, Fukagawa D, Kawamura H, Suga Y, Kojima-Chiba A, Muraki
Y, Sugai T, Sugiyama T.

27
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1007/s12328-017-0774-8.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A case of a "wandering" mobile solitary fibrous tumor occurring in the pancreas.

Clin J Gastroenterol. 535-540

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Oana S, Matsuda N, Sibata S, Ishida K, Sugai T, Matsumoto T. 10
 １．著者名

10.3892/ol.2017.6911.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Downregulation of miR-186 is associated with metastatic recurrence of gastrointestinal stromal
tumors.

Oncol Lett. 5703-5710

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Niinuma T, Kai M, Kitajima H, Yamamoto E, Harada T, Maruyama R, Nobuoka T, Nishida T, Kanda T,
Hasegawa T, Tokino T, Sugai T, Shinomura Y, Nakase H, Suzuki H.

14
 １．著者名

10.1111/cas.13278.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Phase I clinical trial of cell division associated 1 (CDCA1) peptide vaccination for castration
resistant prostate cancer.

Cancer Sci. 1452-1457

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Obara W, Sato F, Takeda K, Kato R, Kato Y, Kanehira M, Takata R, Mimata H, Sugai T, Nakamura Y,
Fujioka T.

108
 １．著者名

10.1016/j.gie.2017.05.006.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Endoscopic and Molecular Characterization of Colorectal Sessile Serrated Adenoma/polyps with
Cytological Dysplasia.

Gastrointest Endosc. 1131-1138

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Tanaka Y, Yamano HO, Yamamoto E, Matushita HO, Aoki H, Yoshikawa K, Takagi R, Harada E, Nakaoka
M, Yoshida Y, Eizuka M, Sugai T, Suzuki H, Nakase H.

86
 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1016/j.eucr.2017.11.031.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Renal pelvic cancer with spleen invasion arising in horseshoe kidney; a case report.

Urol Case Rep. 123-125

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ito A, Kato Y, Shiomi E, Ishii S, Suzuki M, Omori S, Abe T, Tanji S, Sugai T, Obara W. 16
 １．著者名

10.1007/s11605-017-3647-z.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Diffuse Cystic Malformation with Early Gastric Cancer.

J Gastrointest Surg. -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Toya Y, Nakamura S, Urushikubo J, Sugimoto R, Sugai T, Matsumoto T. -
 １．著者名

10.1016/j.eucr.2017.11.032.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Sporadic breast metastasis derived from renal cell carcinoma: A case report.

Urol Case Rep. 126-128

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ikarashi D, Ishida K, Kashiwaba M, Kato Y, Shiomi E, Takayama M, Komatsu H, Takata R, Ohmori S,
Sugai T, Obara W.

16
 １．著者名

10.3748/wjg.v23.i47.8367.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Association between white opaque substance under magnifying colonoscopy and lipid droplets in
colorectal epithelial neoplasms.

World J Gastroenterol. 8367-8375

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kawasaki K, Eizuka M, Nakamura S, Endo M, Yanai S, Akasaka R, Toya Y, Fujita Y, Uesugi N,
Ishida K, Sugai T, Matsumoto T.

23
 １．著者名



2017年

2017年

〔学会発表〕　計69件（うち招待講演　11件／うち国際学会　2件）

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第15回日本消化管学会総会学術集会（招待講演）

第88回日本病理学会東北支部学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

上杉憲幸，山田範幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，大塚幸喜，石田和之，菅井　有

菅井　有

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

粘膜下層浸潤大腸癌における癌関連線維芽細胞および上皮間葉転換関連蛋白の免疫組織化学的検討

MSI陽性癌の病理学的特徴と病理診断 -消化管腫瘍を中心に-．

 １．発表者名

 １．発表者名

10.7759/cureus.2006.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Primary Intramedullary Malignant Lymphoma in the Cervical Cord with a Presyrinx State.

Cureus. 2006-2006

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Chida K, Sugawara A, Koji T, Beppu T, Mue Y, Sugai T, Ogasawara K. 9
 １．著者名

10.18632/oncotarget.23523.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Epigenetic silencing of SMOC1 in traditional serrated adenoma and colorectal cancer.

Oncotarget. 4707-4721

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Aoki H, Yamamoto E, Takasawa A, Niinuma T, Yamano HO, Harada T, Matsushita HO, Yoshikawa K,
Takagi R, Harada E, Tanaka Y, Yoshida Y, Aoyama T, Eizuka M, Yorozu A, Kitajima H, Kai M,
Sawada N, Sugai T, Nakase H, Suzuki H.

9



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第91回日本胃癌学会総会

第91回日本胃癌学会総会

第34回日本臨床外科学会秋田県支部例会．（招待講演）

第108回日本病理学会総会．（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

上杉憲幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，石田和之，松本主之， 菅井　有

藤田泰子，上杉憲幸，杉本　亮，永塚　真，刑部光正，石田和之，松本主之， 菅井　有

菅井　有

菅井　有

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

免疫チェックポイント阻害薬時代の消化管腫瘍学．

大腸鋸歯状病変の癌化と分子異常．

 ４．発表年

腺窩上皮型胃癌の臨床病理学的および分子病理学的検討.

マイクロサテライト不安定型超微小胃癌の1例.

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

藤田泰子，上杉憲幸，杉本　亮，永塚　真，佐藤綾香，刑部光正，石田和之, ，鳥谷洋右，松本主之，菅井　有

 ３．学会等名

石田和之，杉本　亮，永塚　真，西谷匡央，鈴木正通，藤田泰子，刑部光正，上杉憲幸，萱場尚一，菅井　有

上杉憲幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，石田和之，松本主之， 菅井 有

刑部光正，佐藤千絵，杉本　亮，鈴木正通，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

食道に発生したWarthin tumorの一例．

腺窩上皮型胃癌の臨床病理学的および分子病理学的検討．

女性生殖器の発生を考慮した転写因子に基づく卵巣癌の新規分類の試み．

手繋ぎ型早期胃癌の臨床病理学的および分子病理学的検討．

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

杉本　亮，上杉憲幸，刑部光正，秋山有史，佐々木　章，松本主之，菅井　有

西谷匡央，石田和之，刑部光正，佐藤綾香，杉本　亮，藤田泰子，阿保亜紀子，上杉憲幸，佐藤　孝，菅井　有

永塚　真，上杉憲幸，田中義人，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，石田和之，佐々木　章，松本主之，菅井　有

塩見　叡，石田和之，刑部光正，露久保敬嗣，山田範幸，上杉憲幸，高田　亮, 杉村　淳，小原　航，菅井　有

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

確定診断困難な胃粘膜下病変の1例

大腸癌と同時に発見された肺腸型腺癌の一例

食道表在癌における免疫組織化学染色による細胞周期関連蛋白発現の検討．

淡明細胞型腎細胞癌におけるmicroRNAの検討．

 ３．学会等名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

第108回日本病理学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

露久保敬嗣，石田和之，塩見　叡，永塚　真，刑部光正，上杉　憲幸，高田　亮，杉村　淳，小原　航，菅井　有

佐藤千絵，刑部光正，西谷匡央，鈴木正通，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，馬場　長，菅井　有

佐藤綾香，藤田泰子，杉本　亮，永塚　真，刑部光正，上杉憲幸，大塚幸喜，石田和之，佐々木　章，菅井　有

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

腎細胞癌における copy number alteration (CNA) の網羅的解析．

小腸間膜に発生した中分化型Sertoli - Leydig cell tumorの一例．

大腸進行癌の分離癌腺管および癌間質におけるmicroRNAの発現解析．

Traditional serrated adenoma（TSA）における臨床病理学的および分子生物学的検討．

 １．発表者名

 １．発表者名
田中義人，上杉 憲幸，山田 範幸，永塚 真，杉本 亮，藤田 泰子，刑部 光正，石田 和之，菅井 有



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名
The 38th Sapporo International Cancer Symposium（第38回札幌国際がんシンポジウム（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第108回日本病理学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山田範幸，刑部光正，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

刑部光正，佐藤千絵，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

菊池いな子，刑部光正，高橋静子，山田範幸，安保淳一，阿保亜紀子，上杉憲幸，石田和之，佐藤　孝，菅井　有

Sato C, Osakabe M, Ito Y, Sato A, Nishiya M, Suzuki S, Sugimoto R, Fujita Y, Uesugi N, Ishida K, Baba T, Sugai T

 ３．学会等名

第60回日本臨床細胞学会総会春期大会

第60回日本臨床細胞学会総会春期大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

大腸粘膜下層癌における微小環境形成関連タンパク発現因子の解析．

子宮体癌におけるmismatch repair蛋白の発現異常とMSIの検討．

結節性リンパ球優位型Hodgkinリンパ腫の一例．

Analysis of expression patterns of microRNAs in ovarian high-grade serous carcinoma.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回日本消化管学会教育集会（招待講演）

第78回日本癌学会学術総会

第78回日本癌学会学術総会

菅井　有

田中義人，上杉憲幸，山田範幸，永塚　真，佐藤綾香，鈴木正通，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，石田和之，川崎啓祐，松本主之，菅井
有

上杉憲幸，杉本　亮，永塚　真，藤田泰子，刑部光正，石田和之，松本主之，菅井　有

永塚　真，田中義人，杉本　亮，藤田泰子，佐藤綾香，刑部光正，上杉憲幸，石田和之，佐々木　章，松本主之，菅井　有

第78回日本癌学会学術総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

表在性非乳頭部十二指腸腫瘍(SNADET)

Traditional serrated adenoma(TSA)における臨床病理学的および生物学的検討．

腺窩上皮型胃癌における臨床病理学的および分子生物学的解析．

大腸腫瘍（腺腫，早期癌，進行癌）におけるmicroRNA発現異常の解析．

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第65回日本病理学会秋期特別総会（招待講演）

第65回日本病理学会秋期特別総会

第65回日本病理学会秋期特別総会

 ３．学会等名

藤田泰子，上杉憲幸，杉本　亮，永塚　真，佐藤綾香，伊藤勇馬，刑部光正，石田和之，松本主之，菅井　有

杉本　亮，刑部光正，上杉憲幸，山田範幸，永塚　真，佐藤綾香，石田和之，大塚幸喜，佐々木　章，菅井　有

杉本　亮，刑部光正，上杉憲幸，永塚　真，佐藤綾香，藤田泰子，鈴木正通，石田和之，大塚幸喜，佐々木　章，菅井　有

菅井　有

第78回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

手繋ぎ型早期胃癌における臨床病理学的および分子病理学的特徴．

腺管分離法を用いた大腸癌腺管および周囲間質の網羅的messenger RNA解析．

腺管分離法を用いた大腸癌浸潤部における癌腺管および周囲間質細胞の網羅的microRNA解析．

分離腺管を用いた大腸粘膜内腫瘍と大腸癌のオミックス解析 -Gland based geneticsの提唱-．

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第14回日本消化管学会総会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第88回大腸癌研究会

菅井　有，高橋弥生，永塚　真

上杉憲幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，大塚幸喜，石田和之，菅井　有

杉本　亮，上杉憲幸，刑部光正，吉田雅一，赤坂理三郎，大塚幸喜，佐々木　章，松本主之，菅井　有

上杉憲幸，山田範幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，大塚幸喜，石田和之，佐々木　章，菅井　有

第88回大腸癌研究会

第88回大腸癌研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

発生部位に基づいたmicrosatellite stable型大腸癌における臨床病理学的、分子病理学的解析．

大腸粘膜下層浸潤癌における癌関連線維芽細胞および上皮間葉転換関連蛋白の免疫組織化学的検討

腺管分離材料を用いた大腸癌の予後因子の検討．

大腸粘膜下層浸潤癌における癌関連線維芽細胞および上皮間葉転換関連蛋白の免疫組織化学的検討．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回日本消化管学会総会学術集会

第14回日本消化管学会総会学術集会

第24回日本家族性腫瘍学会学術集会（招待講演）

杉本　亮，菅井　有，松本主之，佐々木　章

永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，鳥谷洋右，川崎啓祐，刑部光正，上杉憲幸，石田和之，松本主之，菅井　有

菅井　有

Sugai T

Maastricht Pathology 2018（英国病理学会のマーストリヒト大会2018）（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

分化型粘膜下層浸潤胃癌における簇出とリンパ節転移の検討．

SNP arrayを用いた大腸腺腫、粘膜内癌における分子学的変化．

消化管病理医からみた消化管家族性腫瘍の病理と分子異常．

Recent Advances in Molecular Carcinogesis of Colorectal Carcinoma.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第107回日本病理学会総会

第107回日本病理学会総会

第107回日本病理学会総会

 ３．学会等名

刑部光正，深川大輔，鈴木正通，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

藤田泰子，上杉憲幸，山田範幸，杉本　亮，刑部光正，石田和之，岸本光夫，小西英一，柳澤昭夫，菅井　有

石田和之，田井誠悟，永塚　真，山田範幸，千田喜子，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，上杉憲幸，菅井　有

上杉憲幸，永塚　真，杉本　亮，山田範幸，佐藤綾香，藤田泰子，刑部光正，石田和之，松本主之，菅井　有

第107回日本病理学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

子宮体部癌肉腫における上皮間葉転換関連蛋白発現の免疫組織化学的検討．

内視鏡的切除検体における超微小胃癌の臨床病理学的特徴．

肝門部領域胆管癌と遠位胆管癌における粘液形質に基づく分類の比較およびその意義．

腺窩上皮型胃癌の臨床病理学的および免疫組織化学的検討．

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第107回日本病理学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第107回日本病理学会総会

杉本　亮，上杉憲幸，刑部光正，大塚幸喜，佐々木　章，松本主之，山田範幸，永塚　真，石田和之，菅井　有

佐々木孝輔，石田和之，山田範幸，刑部光正，上杉憲幸，木村裕明，天野博雄，櫻庭　実，小林誠一郎，菅井　有

深川大輔，刑部光正，佐藤千絵，山田範幸，上杉憲幸，石田和之，板持広明，杉山　徹，菅井　有

佐藤綾香，石田和之，藤田泰子，杉本　亮，刑部光正，上杉憲幸，大塚幸喜，佐々木　章，菅井　有

第107回日本病理学会総会

第107回日本病理学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

腺管分離法を用いた大腸癌の予後因子の検討．

皮膚悪性腫瘍における癌関連線維芽細胞および上皮間葉転換の解析．

卵巣癌における癌関連線維芽細胞およびEMT関連蛋白の免疫組織化学的検討．

大腸進行癌におけるmicroRNA発現の解析．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第107回日本病理学会総会

第107回日本病理学会総会

第107回日本病理学会総会

塩見　叡，石田和之，山田範幸，刑部光正，上杉憲幸，高田　亮，大森　聡，小原　航，菅井　有

菊池いな子，佐藤彩佳，山田範幸，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

山田範幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

佐藤彩佳，刑部光正，山田範幸，菊池いな子，佐藤綾香，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

第107回日本病理学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

腎細胞癌におけるmicro RNAの検討．

肺癌組織分類に有用な免疫組織化学染色の検討．

大腸粘膜下層癌におけるリンパ節転移関連因子の解析．

全身の諸臓器に生じる癌腫の鑑別に有用な免疫染色パネルの検討．

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第107回日本病理学会総会

第27回日本がん転移学会学術集会・総会

第77回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

佐藤彩佳，刑部光正，菊池いな子，山田範幸，佐藤綾香，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，川崎啓祐，刑部光正，上杉憲幸，石田和之，松本主之，菅井　有

千田喜子，田井誠悟，石田和之，山田範幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，上杉憲幸，菅井　有

工藤正裕，刑部光正，無江良晴，鈴木正通，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，石田和之，菅井　有

第107回日本病理学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

各種タンパクの原発巣と転移巣における発現差異の検討．

SNP array を用いた大腸腺腫、粘膜内癌における分子学的変化．

Mesenteric inflammatory veno-occlusive disease (MIVOD)を来たした2例．

類表皮嚢胞に生じた扁平上皮癌の一例．

 １．発表者名

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第29回日本消化器癌発生学会総会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第77回日本癌学会学術総会

藤田泰子，上杉憲幸，刑部光正，柳澤昭夫，菅井　有

菅井　有

永塚　真，荒川典之，杉本　亮，藤田泰子，鳥谷洋右，赤坂理三郎，川崎啓祐，刑部光正，上杉憲幸，石田和之，松本主之，菅井　有

菅井　有

第36回日本大腸検査学会総会（招待講演）

JDDW2018

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

超微小胃癌の特徴．

大腸腫瘍の病理診断と分子異常．

SNP arrayを用いた早期胃癌, 進行胃癌における染色体コピー数変化の網羅解析

腺管分離法を用いた大腸腫瘍における分子解析．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第29回日本消化器癌発生学会総会

第29回日本消化器癌発生学会総会

第29回日本消化器癌発生学会総会

石田和之，刑部光正，山田範幸，杉本　亮，藤田泰子，上杉憲幸，藤島史喜，鈴木博義，澤井高志，菅井　有

上杉憲幸，永塚　真，杉本　亮，藤田泰子，刑部光正，石田和之，松本主之，菅井　有

藤田泰子，上杉憲幸，山田範幸，永塚　真，杉本　亮，刑部光正，石田和之，岸本光夫，小西英一，松本主之，柳澤昭夫，菅井　有

杉本　亮，上杉憲幸，刑部光正，赤坂理三郎，永塚　真，藤田泰子，石田和之，大塚幸喜，佐々木　章，菅井　有

第29回日本消化器癌発生学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

膵退形成癌（未分化癌）における上皮間葉転換関連蛋白の発現について．

腺窩上皮型胃癌の臨床病理学的および分子病理学的検討．

内視鏡的切除検体における超微小胃癌の臨床病理学的特徴．

臨床病理学的および分子病理学的因子に基づいた大腸癌の予後因子の検討．

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第57回日本臨床細胞学会秋期大会

第203回日本消化器病学会東北支部例会/第159回日本消化器内視鏡学会東北支部例会（招待講演）

第59回日本婦人科腫瘍学会学術講演会

 ３．学会等名

菅井　有

深川大輔，刑部光正，山田範幸，深川智之，菅　安寿子，古武陽子，佐藤誠也，千葉淳美，上杉憲幸，石田和之，板持広明，杉山　徹，菅
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